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●総務地域連携常任委員会（総務部、地域連携部、選挙管理委員会、収用委員会
　の所管及びこれに関連すること。他の常任委員会の所管に属さないこと。）
●予算決算常任委員会　理事
●議会運営委員会　委員
●四日市港管理組合　組合議員

　2027 年のリニア中央新幹線名古屋・大阪間の着工に向けて
一般質問(2020年9月28日)から

対象計画区域および事業実施想定区域図
(平成23年 8月中央新幹線 (東京都・名古屋市間 )計画段階環境配慮書より )

 中央新幹線東京都・名古屋市間路線概要図 
( 平成 25年 9月中央新幹線（ 東京都・名古屋市間）環境影響評価準備書より )

リニア中央新幹線ルート概念図 
( リニア中央新幹線建設促進期成同盟会より )

Q. 　2037 年の東京・大阪間全線開業を目指
して、三重県駅の位置決定に向け、具体的に
どのような工程観で進めていく方針なのか。
A.　東京・名古屋間のこれまでの経緯をふま
えると、名古屋以西では、2023 年頃に環境
アセスメントの着手が見込まれ、その最初の
手続きである配慮書の中で、現在 20ｋｍ幅
( 対象計画区域 ) で示されているルート幅が、
3km幅 ( 事業実施想定区域 ) に絞られるとと
もに、直径 5kmの範囲円の概略駅位置が示
されることになります。概略駅位置の確定
にあたって、東京・名古屋間では、環境ア
セスメントの配慮書が公表される前の年ま
でに、各県の同盟会総会の決議で具体的な
駅位置を明記し、JR 東海に要望を行ってい
ます。リニア中央新幹線建設促進三重県期
成同盟会としても、今後、環境アセスメン
トの着手時期にあわせ、具体的な駅位置候
補を示していく必要があることから、今年
7月に開催しました県同盟会総会において、
会員である各市町に対し、駅位置に関する
提案をお願いしました。今後は、各市町と
県同盟会において駅位置候補の検討を重ねていきます。また、来年度 (2021 年度 ) には、有識者に候補地における
地域特性や移動時間短縮に伴う効果などについてご意見を伺いながら、2022 年頃の県同盟会総会で駅位置候補にか
かる決議を行い、JR 東海への要望につなげていきたいと考えています。
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